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第
五
福
竜
丸
被
爆
か
ら
七
〇
年

│
│
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
の
今

　

◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　
「
第
五
福
竜
丸
」
が
ビ
キ
ニ
環
礁
で
被
爆
し

て
か
ら
、
今
年
で
七
〇
年
に
な
る
。
本
特
集

は
、
七
〇
年
前
の
衝
撃
を
振
り
返
り
、
こ
の

と
き
提
起
さ
れ
た
課
題
の
現
状
を
確
認
し
よ

う
と
す
る
企
画
で
あ
る
。
こ
と
は
、
人
類
の

生
存
に
関
わ
る
重
大
事
で
あ
る
。
事
態
は
、

今
な
お
極
め
て
深
刻
で
あ
る
が
、
人
類
の
叡

智
と
良
識
に
根
差
し
た
平
和
を
求
め
る
運
動

の
昂
揚
に
光
明
を
見
出
し
た
い
。

　

一
九
五
四
年
三
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
は
南

太
平
洋
上
で
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ

た
一
五
メ
ガ
ト
ン
の
大
気
圏
内
水
爆
実
験
を

行
っ
た
。
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
一
〇

〇
〇
発
分
の
規
模
で
あ
る
。
爆
心
地
か
ら
東

に
一
六
〇
キ
ロ
の
海
域
で
操
業
中
の
第
五
福

竜
丸
船
員
二
三
名
全
員
が
、
そ
の
死
の
灰
を

浴
び
て
「
急
性
放
射
線
症
」
に
罹
患
し
た
。

同
月
一
四
日
、
同
船
が
母
港
焼
津
に
帰
港
し

て
日
本
中
が
こ
と
の
重
大
さ
に
驚
愕
す
る
こ

と
に
な
る
。
各
地
の
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た

「
原
爆
マ
グ
ロ
」
が
廃
棄
処
分
と
な
り
、
全
国
に
「
放
射
能
の
雨
」
が
降
っ
た
。
そ

し
て
、
九
月
二
三
日
に
は
無
線
長
久
保
山
愛
吉
氏
が
、
生
存
を
願
う
国
民
の
祈
り

の
な
か
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
悲
劇
の
体
験
は
、
あ
ら
た
め
て
原
水
爆
と
放
射
線

の
恐
怖
を
国
民
共
通
の
も
の
と
し
、
原
水
爆
禁
止
を
求
め
る
国
民
運
動
の
発
火
点

と
な
っ
た
。

　

同
年
三
月
の
内
に
神
奈
川
県
三
崎
町
と
静
岡
県
焼
津
市
の
各
議
会
が
、
全
国
に

先
駆
け
て
原
爆
禁
止
の
決
議
を
成
立
さ
せ
、
四
月
か
ら
は
各
地
で
原
水
爆
反
対

の
署
名
運
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
署
名
運
動
は
前
例
の
な
い
規
模
で
国
内
か

ら
海
外
に
広
が
り
、
最
終
的
な
署
名
者
数
は
日
本
国
内
で
三
〇
〇
〇
万
人
、
世
界

で
は
六
億
人
を
超
え
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
う
ね
り
は
、
翌
一
九
五
五
年
八
月
の
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
開

催
と
な
り
、
九
月
に
は
「
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
」
の
結
成
に
至
る
。
ま
た
、
翌

五
六
年
八
月
に
は
「
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
」（
被
団
協
）の
結
成
を
見
て

い
る
。
さ
ら
に
、
原
水
爆
の
禁
止
を
求
め
る
声
は
世
界
の
良
識
を
動
か
し
、
ラ
ッ

セ
ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宣
言
を
経
て
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
国
際
世
論
を

形
成
し
た
。

　　

久
保
山
愛
吉
氏
が
遺
し
た
「
原
水
爆
の
被
害
者
は
、
私
を
最
後
に
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
言
葉
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
核
兵
器
の
廃

絶
で
あ
る
。
核
抑
止
論
の
神
話
に
支
配
さ
れ
て
核
軍
拡
と
核
拡
散
を
進
め
て
い

る
世
界
の
狂
気
を
正
気
に
復
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
そ
の
鍵
と
な
る
現
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実
的
な
運
動
課
題
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
全
世
界
各
国
の
批
准
の
実
現
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
放
射
線
の
恐
怖
か
ら
人
類
を
救
う
課
題
で
あ
る
。
入
市
被
曝
・
黒
い

雨
・
ビ
キ
ニ
被
災
・
福
島
原
発
事
故
・
原
発
の
存
廃
と
連
な
る
問
題
と
し
て
顕
在

化
し
て
い
る
が
、
本
来
は
地
球
史
的
な
環
境
問
題
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
核
被
災
の
被
害
救
済
も
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ビ

キ
ニ
で
被
災
し
た
漁
船
は
第
五
福
竜
丸
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
高
知
船
籍
船
を
中

心
に
九
九
二
隻
も
の
被
災
漁
船
が
あ
っ
た
。
現
地
住
民
の
被
害
は
遙
か
に
深
刻
で

あ
る
。
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
救
援
は
十
分
で
は
な
い
。
被
害
を
確
認
し
責
任
を

明
確
に
す
る
こ
と
は
、
核
被
害
再
発
の
防
止
に
不
可
欠
で
あ
る
。

　

世
界
終
末
時
計
が
「
設
置
」
さ
れ
た
の
は
一
九
四
七
年
。
こ
の
時
の
表
示
時
刻

は
、
終
末
ま
で
の
時
間
は
「
あ
と
七
分
」
と
警
告
さ
れ
た
。
一
九
五
四
年
当
時
に

は
、
時
計
の
針
は
「
二
分
前
」
ま
で
進
ん
で
い
た
。
冷
戦
終
結
の
一
九
九
一
年
に

は
、
針
は
「
一
七
分
前
」
ま
で
戻
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て

戦
術
核
兵
器
の
使
用
を
口
に
し
て
い
る
今
、
終
末
時
計
は
「
九
〇
秒
前
」
を
指
し

て
い
る
。
危
機
は
、
こ
こ
ま
で
進
行
し
て
い
る
の
だ
。
核
兵
器
の
恐
怖
も
、
放
射

線
の
脅
威
も
深
刻
で
あ
る
。
が
、
他
方
ビ
キ
ニ
事
件
を
機
に
世
界
に
昂
揚
し
た

反
核
運
動
も
今
な
お
健
在
で
あ
る
。
決
し
て
、
絶
望
す
る
に
は
及
ば
な
い
。

　

本
特
集
に
は
一
〇
本
の
貴
重
な
論
稿
を
い
た
だ
い
た
。
概
要
を
ご
紹
介
し
て
お

き
た
い
。

１　

ビ
キ
ニ
事
件
と
ラ
ッ
セ
ル
＝
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宣
言　

奥
山
修
平

　

反
核
平
和
思
想
の
原
点
と
さ
れ
る
同
宣
言
は
、
ビ
キ
ニ
事
件
を
機
に
発
せ
ら
れ

た
。
第
五
福
竜
丸
平
和
協
会
代
表
理
事
が
経
緯
を
解
説
す
る
巻
頭
論
文
。

２　

広
島
、
長
崎
と
ビ
キ
ニ
を
結
び
つ
け
る
も
の
│
│
│
苦
し
み
と
孤
独
に

　
　

耐
え
続
け
た
原
爆
被
害
者
が
立
ち
上
が
っ
た　

田
中
煕
巳

　

被
団
協
代
表
委
員
で
あ
る
筆
者
が
、
ビ
キ
ニ
事
件
を
機
に
、
反
核
と
被
爆
者
救

援
運
動
が
進
展
し
た
経
緯
を
語
っ
て
い
る
。

３　

キ
ャ
ッ
ス
ル
作
戦
・
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
と
被
ば
く　

豊
﨑
博
光　

　

問
題
を
追
い
続
け
て
い
る
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
第
五
福
竜
丸
に
と
ど

ま
ら
な
い
事
件
の
被
害
の
ひ
ろ
が
り
を
告
発
す
る
レ
ポ
ー
ト
。

４　

核
兵
器
禁
止
条
約

　
　

│
│
そ
の
意
義
と
批
准
に
向
け
た
運
動
の
現
在　

川
崎
哲
・
浅
野
英
男

　

主
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
の
核
兵
器
廃
絶
。
そ
の
運
動
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
推
進
運
動
の
現
状
を
最
前
線
の
位
置
か
ら
発
信
。

５　

地
球
環
境
汚
染
問
題
と
し
て
の
放
射
線
被
曝

　
　

│
│
人
類
史
的
視
点
か
ら　

樋
口
敏
広

　

放
射
線
被
曝
問
題
を
人
類
史
的
視
点
か
ら
説
き
明
か
す
論
説
。

６　

核
実
験
に
よ
る
日
本
漁
船
の
被
災　

市
田
真
理

　

ビ
キ
ニ
事
件
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
何
が
、
ど
の
よ
う
に
問
題
な
の
か
。
第
五

福
竜
丸
展
示
館
学
芸
員
に
よ
る
問
題
点
の
摘
出
と
整
理
。

７　

高
知
の
ビ
キ
ニ
事
件

　
　

│
│
ビ
キ
ニ
被
ば
く
船
員
訴
訟
の
原
告
と
し
て　

下
本
節
子

　

長
く
切
り
捨
て
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
ビ
キ
ニ
被
ば
く
当
事
者
が
、
訴
訟
に
運

動
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
姿
を
報
告
す
る
。

８　

ビ
キ
ニ
被
ば
く
船
員
訴
訟

　
　

│
│
力
に
よ
る
切
り
捨
て
と
時
間
の
壁
を
越
え
て　

内
藤
雅
義

　

今
、
高
知
地
裁
に
係
属
の
ビ
キ
ニ
被
ば
く
船
員
・
遺
族
の
損
失
補
償
請
求
と
、

東
京
地
裁
に
移
送
さ
れ
た
漁
船
保
険
給
付
請
求
不
承
認
処
分
取
消
訴
訟
。
受
任
弁

護
士
の
語
り
が
熱
い
。

９　

反
核
運
動
に
お
け
る
法
律
家
の
役
割

　
　

│
│「
原
爆
裁
判
」を
材
料
と
し
て　

大
久
保
賢
一

　
「
原
爆
裁
判
」
を
素
材
に
反
核
運
動
に
お
け
る
法
律
家
の
役
割
の
紹
介
。
筆
者
は
、

日
本
反
核
法
律
家
協
会
会
長
で
あ
る
。

10　

第
五
福
竜
丸
は
航
海
を
つ
づ
け
る　

安
田
和
也

　

市
民
の
運
動
と
革
新
都
政
が
作
っ
た
第
五
福
竜
丸
展
示
館
。
そ
の
理
念
と
運
営

の
実
際
、
そ
し
て
、
反
核
平
和
運
動
へ
の
貢
献
を
、
平
和
協
会
専
務
理
事
が
ま
と

め
る
。

　

本
特
集
に
は
、
第
五
福
竜
丸
平
和
協
会
か
ら
全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（「
法
と
民
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主
義
」
編
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委
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藤
統
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郎
）
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